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公益社団法人 川口青年会議所 
第１６９回通常総会 次第 

 

 

日  時 2021年 1月 29日（金） 

開  会 18:30 閉会 20：55 

会  場 埼玉県産業技術総合センター 

   ４ＡＢＣ会議室 

運営担当 総務局 

司  会 飯嶋 大祐 君 
 

 

１．点鐘                          第５７代理事長 西村 太輔 君 

２．開会宣言                                木下 智元 君 

３．国歌斉唱 

４．ＪＣソング斉唱                         

５．ＪＣＩ Ｃｒｅｅｄ唱和                          渡邊  佑 君 

６．ＪＣＩ ＭＩＳＳＩＯＮ並びにＪＣＩ ＶＩＳＩＯＮ唱和           瀬川 智広 君 

７．ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和                      大山 亮太 君 

８. ＳＤＧｓ推進宣言                           粟飯原 尚美 君 

９．関東地区宣言唱和          雨宮  航 君 

１０．入会体験者紹介 

１１．理事長挨拶                       第５７代理事長 西村 太輔 君 

１２．正会員認証 

１３．皆出席者発表 

１４．委嘱状 

１５．３分間スピーチ                             木下 智元 君 

１６．議事                                  議     長 

１６-１ ２０２１年度 組織図変更（案）承認に関する件 
１６-２ ２０２１年度 役員変更（案）承認に関する件 
１６-３ ２０２０年度 収支決算書（案）承認に関する件 
１６-４ ２０２０年度 事業報告書（案）承認に関する件 
１６-５ ２０２１年度 修正収支予算書（案）承認に関する件 

１７. 各委員長スピーチ 

１８．前年度理事長への感謝状贈呈 

１９. 出向者報告 

２０．連絡報告事項 

２１．次回例会案内         ＪＡＹＣＥＥ研修委員会 

２２．出席率並びにニコニコボックス発表                    坂本 竜二 君 

２３．監事講評                             監事  赤羽 孝太 君 

２４．若い我ら斉唱 

２５．閉会宣言                                木下 智元 君 

２６．点鐘                          第５７代理事長 西村 太輔 君 



審議－１   ２０２１年度 組織図変更（案）承認に関する件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





審議－２ ２０２１年度 役員変更（案）承認に関する件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



審議－３ ２０２０年度 収支決算書（案）承認に関する件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 







 



 



 



 



 





 

 



審議－４ ２０２０年度 事業報告書（案）承認に関する件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 



 
 



 



 



 
 



審議－５ ２０２１年度 修正収支予算書 （案）承認に関する件 

 





 



 



 







その他資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



出向者報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 



 
 



 
 



 
 



 
 



 
 



 
 



 
 



２０２０年度 役員事業報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



『一年間ありがとうございました！！！』 

 

第５６代理事長 境 亮一 

 

 ２０２０年度は【巻き込む力 ～情熱と知識を持っ

たリーダーとなれ】のスローガンを掲げ、メンバーの

皆様をはじめ多くの皆様にご協力・ご支援賜りまして

ありがとうございました。１年間理事長職を務めるこ

とが出来ましたのも、多くの皆様が支えてくれたお陰

だと心から感謝申し上げます。 

 

 ２０２０年度は、約１６年ぶりとなる埼玉ブロック

協議会会長を輩出する年でもありました。メンバーの

皆様には前年度から多くのご協力を賜り、第５３代会

長を川口から輩出できたのはＬＯＭにとっても大き

な財産です。多くの成長の機会が恵まれる年と感じて

た矢先に、新型コロナウィルスによる例会の中止・延

期と、活動に支障をきたしました。自分の中でも、中

止だけでいいのか、延期だけでいいのかと自問自答に

悩みました。運動を止めてはならない、メンバーを路

頭に迷わしてはならないと鼓舞し、正副をはじめ役員

のご理解・ご協力を賜り、「川口市へのマスク贈呈」・

「ドライブインシアター」など知恵を出し事業を進め

ることが出来ました。また、唯一全ての事業を行って

頂いたＪＣ運動発信委員会には、初めてのＹｏｕＴｕ

ｂｅ配信・ＺＯＯＭでの例会など、文句ひとつ言わず

にＬＯＭ全体を考え行って頂いたことに本当に感謝

しております。また、その様な中でも多くのメンバー

の皆様にご協力頂いたこと、感謝申し上げます。９月

の例会より対面で行う際、中止や延期ではなく、どう

すれば出来るのか、どうすれば来てもらえるかとメン

バー一人ひとりが知恵を出し、こんなコロナ禍でも例

会に行こうと、十二分に感染症対策してるから大丈夫

だよと声をかけあい、例会がスムーズにできたのも、

メンバー一人ひとりが情熱と知識を持ったリーダー

となれたからではないかと思います。多くのメンバー

が一人ひとり巻き込み、困難なコロナ禍でも運動を止

めず歩んでこれたこの経験を、自信と誇りに変えて今

後のＪＣ活動の礎として頂き、ご報告とさせていただ

きます。 

 

一年間本当にありがとうございました。 

 

『事業報告』 

 

            直前理事長 平野 大太 

 

 昨年は新型コロナウィルス感染拡大の影響で、例年

とは大きく違う一年となりました。理事長をはじめ一

人ひとりがどうＪＣをするのか、大きな判断を迫られ、

悩みながらの活動を余儀なくされたと思います。ただ、

そうした状況だからこそ自分がなぜＪＣをやるのか、

ＪＣとして今の状況で何をすべきなのかを例年以上

に一人ひとりが考える必要があったことで、ある意味

では例年以上に大きな学びのある一年だったのでは

ないかと思います。そして悩みながらも明るく歩みを

止めずに一年間走り続けた境理事長をはじめとする

役員、そしてメンバーの皆様には心から敬意を表した

いと思います。 

「理事長の務めは翌年の１２月３１日まで」 

 自分が理事長を務めさせていただいていたときに

この言葉をとある人からかけられ、その思いで一年を

過ごさせて頂きました。時には口うるさいことを言っ

たこともあったかもしれませんが、自分が得た今まで

の経験を精一杯還元できるように努めたつもりです。

良い直前理事長であったかどうかは自分では判断し

かねますが、私自身もメンバーの皆様と様々な話し合

いをし、共に悩みながら活動をしたことで大きく成長

できた一年だったと感じています。至らない部分もあ

ったかと思いますが、皆様に感謝申し上げ直前理事長

としての事業報告とさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



『会員拡大』 

       会員拡大特別委員会 

委員長 西村 太輔 

 

 昨年度、一人が一人メンバーを拡大しようというテ

ーマを掲げ、１年間で２７名のメンバー拡大を目標に

１年間がスタートしました。 

私はこの川口青年会議所に入会し人生が大きく変わ

りました。いろいろな人と出会い、たくさんのことに

揉まれ、磨かれていく中で人として大きな成長ができ、

そしてなにより多くの仲間ができました。もし、川口

青年会議所に入っていなければきっといろいろな学

びを得られず、大切な仲間はこんなにも増えていなか

ったはずです。私はもっと仲間を増やしたい。そして

メンバーのみんなにももっと仲間を増やしてほしい。

そんな思いで会員拡大の委員長を受けさせていただ

きました。 

○なぜメンバーの拡大が必要なのか、私は多くの仲間

増やしたい。だからメンバーを拡大したいという思い

でしたが、きっと一人ひとり答えは違うと思います。

ですが、少なくとも、私たち既存のメンバーが活動す

るための会費を集めるためにメンバーを拡大するわ

けではない。例会や事業を構築していくうえで人手と

して拡大するわけではない。川口青年会議所のメンバ

ー数という体裁のために拡大するわけではない。そん

なことを１年がスタートする前から委員会メンバー

には訴えかけさせていただきました。 

「２７名の仲間を増やそう」と走った１年間、残念な

がら目標値には達しませんでしたが、昨年度新たな仲

間が加わり私も含めメンバーの皆様も「人財産」が増

えたのではないかと思います。これからも「人財産」

を増やせるようもっと仲間を増やしていきましょう。 

メンバーの皆様には１年間ご協力を賜りましたこと

深く御礼申し上げます。誠にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『まだ、ここから！』 

        中期ビジョン推進特別委員会 

委員長 山本靖将 

 

 まずは、青年会議所に居られる最終年度に特別委員

会の委員長と副理事長という大役を担わせて頂き、本

当にありがとうございました。 

 また、この社会情勢の中で色々と大変である中でも、

常設委員会からこの特別委員会へ出向して共に運動

展開をして頂きました２０２０年度中期ビジョン推

進特別委員会のメンバーの皆様、大変お世話になりま

した。ありがとうございました。 

２０１９年の５５周年にて、『新アクションプラン』

が発表され、その１年目をこの委員会では担当させて

頂きました。企業、学生を巻き込んだ事業を行うのが

１年目の役割でありましたが、なかなかうまく動員で

きずに悔しい結果となってしまいました。多くの企業

と学生に興味を持ってもらえた状態で２年目へのバ

トンを渡したかったのですが、多くの課題を残してし

まったままバトンを渡す形になってしまいました。た

だ、行政関係では、前向きな協力・後援・共催という

お約束を頂くことができ、『団体の礎』を築くという

最低のラインはクリアすることが出来たことは、とて

もよかったと思っています。 

この委員会は、他の委員会と違い『継続事業』です。

ゴールに向かってあと４年間、川口青年会議所として

取り組みを続けます。 

私は卒業となり、残りの４年間はメンバーとして参加

することは出来ませんが、企業側として参加させてい

ただき、川口青年会議所の皆様と共にゴールに向かっ

ていきたいと思います。 

そして、うまくいかなかった１年目の挽回を少しでも

させてもらいたと思いますので、何卒よろしくお願い

致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



『ＰＯＳＩＴＩＶＥ ＣＨＡＮＧＥ』 

 

副理事長  木村 紳吾 

 

 ２０２０年は私にとってとても大きな変革の一年

でした。ＬＯＭ内では副理事長、埼玉ブロック協議会

では事務局長と、二つの役職をいただきました。担当

の委員会を持たない副理事長だからこそ、議案に対し

てフラットに、そして厳しく接して、より良い事業の

構築の一助となるように行動してきました。理事会で、

これでいいんじゃないか、委員長も頑張っているし通

してもいいんじゃないか、このように考えることもあ

りましたが、それでは委員会の成長にならないし、何

より私が役に甘えてしまう結果になり、自分自身の成

長に繋がりません。去年は委員長として、議案を通す

のに必死でしたが、役が変わると考え方が変わるもの

だなと実感しました。厳しく言ってしまった委員長の

皆さんごめんなさい。 

 埼玉ブロック協議会では事務局長として出向し、内

田会長を支えて、協議会の運営を行いました。出向し

て良かったことは、多くの会議や事業に参加できたこ

と、志の高いメンバーが集まっていたこと、さらに内

田会長の考えを身近に感じるなど、周りの環境に影響

を受けて、前向きな人間になっていたことです。日本

アカデミーを受講したのも、せっかくのチャンスがあ

るのだから体験してみたいと考えたからです。自分の

中でＰＯＳＩＴＩＶＥ ＣＨＡＮＧＥしていること

に気付きました。事務局はできているのが当たり前、

そのうえで会議が成り立ちます。しかし、とても大変

な作業が伴います。赤羽次長、伊藤次長、大作君、木

下君、竹内先輩、一年間当たり前な環境を用意し続け

てくれてありがとうございました。 

 去年の時点と現時点で、ものの考え方や捉え方が大

きく変わりました。一年で視座が変わると言いますが、

まさにその通りだなと感じています。このような機会

をいただきましたことに、境直前理事長をはじめ、メ

ンバー皆様に感謝申し上げ、報告とさせていただきま

す。 

 ＰＯＳＩＴＩＶＥ ＣＨＡＮＧＥ！ 

 

 

 

 

『巻き込む力』 

   専務室 

専務理事 前野康功 

 

 ２０２０年度は境理事長の掲げる、巻き込む力「情

熱と知識を持ったリーダーとなれ」のスローガンのも

と１年間活動を行いました。２０２０年度の担いとし

て、埼玉ブロック協議会に内田剛史君がブロック会長

として出向をするにあたり、予定者の段階からヒアリ

ング、お出迎えなど、JCI 川口で全面的にバックアッ

プを行うにあたり、全メンバーに動員のお願いなどご

協力を頂きました。 

それに伴い会長輩出、リーディングＬＯＭ、として、

埼玉ブロック協議会の全ての対外事業、日本本会の主

要会議、事業に理事長と共に出席を行う予定でしたが、

COVID－１９の影響で２０２０年４月７日に緊急事

態宣言が発令され、青年会議所運動の根本的な行動が

制限をされ我々の事業が自粛、延期、中止となり全て

予定が白紙、未定となりました。災害支援とは違い、

行動できない、行動できない自分達に今できる事は何

か、様々な事を考え、中止になった事業費で、マスク

不足で困っている市民に少しでもマスクを届ける為

に、川口市にマスク５０００枚を寄付致しました。会

議では理事会、スタッフ会議、正副会議は zoom での

リモート会議、ハイブリット会議、移動理事会など新

しい会議の取り組みを取り入れました。総務委員会の

担当と言う事で、今年は１１年ぶりの旅行総会が９月

に行われ、様々な意見がありましたが、感染防止を徹

底し理事長の思いを形にできたと思っております。専

務理事の担いを受け、予定者からの 1 年半、例年通り

とはかけ離れた１００年に１度とも言われる年とな

ってしまい、役員の皆様には不便をおかけしたことと

思いますが、ご協力頂きありがとうございました。そ

して、専務室では廣瀬翔君、専務の補佐、本当にあり

がとう。野村武史君、時には涙した事もあったけど、

理事長、専務とよく付いて来てくれました、ありがと

う。そして１００年に一度の理事長と思っています、

境亮一君、夜の JC では会頭レベルです。そんな理事

長の専務が出来た事、誇りに思い感謝をしています。

以上で役員報告とさせて頂きます。 

 

 

 



『事業報告』 

会員拡大特別委員会 

特別副委員長 髙橋 將悟 

 

 ＬＯＭ内出向の経験がない入会３年目の私にとっ

て、本役職は初めての特別委員会、初めての理事メン

バー、初めてのスタッフメンバーと、卒業年度にも関

わらず様々な新たな機会をいただきました。 

 特別委員会の運営は、常設委員会の見本となるべき

と言われています。委員会の運営、アジェンダ・報告

書の作成、議案書の作成・上程、そして事業の実施な

どにおいて、委員長に負担を掛ける事なく、両副委員

長でこなしていけるよう心掛けました。全てが完璧に

とはいきませんでしたが、委員会出向メンバー協力の

もと、１年間スムーズに活動できたことに感謝を申し

上げます。 

 会員拡大については、新型コロナウイルス感染症拡

大の影響により、思うように活動が継続出来なかった

事が心残りです。２月拡大例会を終えて、３月定例理

事会では既に１５名もの入会体験申込みをいただき

ました。さてこれからといった時に社会全体の活動が

停滞し、初めての出来事にどう活動を展開すべきか直

ぐに答えが出せませんでした。まだまだ予断を許さな

い状況ではありますが、このような状況下でも有効な

活動を見出していただければと思います。 

 青年会議所が、魅力ある団体である事を常に社会に

アピールできれば、メンバーは増やしていけるものと

信じています。いつの日か、会員拡大という委員会が

無くとも会員が増え続ける、そんな素晴らしい広報活

動と効果を期待しています。 

 結びに、常に活動の方向性を示していただきました

西村委員長、議案や事業で多くのアドバイスをいただ

きました役員の皆様、活動に積極的に参加いただきま

した委員会出向メンバー、そして会員拡大に尽力いた

だきました川口青年会議所メンバーの皆様に心より

の感謝を申し上げ、出向者報告とさせていただきます。

一年間本当に有難うございました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



『事業報告』 

             会員研修委員会 

委員長 永井 光義 

 

 ２０２０年度会員研修委員会では、入会が浅いメン

バーに十分な知識やリーダーの自覚を持たせ新入会

員を巻き込み多くの学びの場を提供し、次世代のリー

ダーとなっていけるような土台作りをすることが目

的でした。まず、１月例会新春祝賀会では、境理事長

の挨拶から始まり参加者を巻き込むアトラクション

を行いました。【設営の川口】細かいところにも気を

配り参加者の多くが喜んでいて新年の良いスタート

が切れたと思っております。しかし新型コロナウイル

ス感染拡大に伴い３月から８月までの例会が中止に

なりました。そんな中約１０年振りの９月例会旅行親

睦会を開催するにあたり多くの意見があり役員の方

には最後まで相談にのって頂きました。ＯＢの参会者

は少なかったが会食時間を多く取ったことから普段

関わることがあまりないＯＢとも関わることができ

たなど良かった点も多くありました。１２月例会卒業

式・忘年会では卒業生が忘れることができない思い出

を作るために入場にひと手間入れさせて頂きました。

笑いあり涙ありの卒業式になったと思います。忘年会

では境理事長の挨拶から始まり、プレジデントリース、

バッチ交換、新理事長挨拶とスムーズに執り行うこと

ができ、メンバーも１年間の労を労い新たなスタート

の準備ができたと思います。この１年間で様々なこと

がありましたが、メンバーの成長として自分達が何を

やらなくてはいけないのか、ただ参加するだけの考え

から自らが進んで事業に取り組みより良くしていく

考え方に変わったと思います。特に副委員長は大変な

ことも多かったと成長の機会としてはよかったので

はと思います。最後に１年間協力頂いた多くのメンバ

ー、会員研修委員会のメンバーに感謝を申し上げ事業

報告とさせて頂きます。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

『広報運動の足跡』 

            ＪＣ運動発信委員会 

委員長  長谷川 正樹 

 

 ２０２０年度を振り返ると、まず脳裏に甦るのは新

型コロナウイルスによる猛威。「会」として予定して

いた事業も執り行えず、境理事長を初め、特に常設委

員会は歯がゆい思いをした一年でした。さて、そんな

情勢の中広報委員会として何をするべきなのか。２０

２０境年度のスローガンでもある「巻き込む力」を体

現すべく考えるよりも先ず行動することを、とにかく

市民の皆様に発信出来るよう情報を収集することを

委員会メンバー一丸となって行って参りました。ＪＣ

運動を周知していただくＳＮＳ発信ツールの一本化。

５月第一例会、川口初のｗｅｂ例会の開催。９月第二

例会、川口初のｅスポーツの開催、ＹｏｕＴｕｂｅ生

配信。何も出来ない、を逆手に新しい事にチャレンジ

し続ける機会を設けさせていただき、実現していきま

した。当委員会は副委員長を筆頭に、運営幹事、広報

幹事、動員幹事、育成幹事と幹事制を取り入れており、

委員会メンバー一人一人が役割を分担して活動し、川

口青年会議所のファンをつくるべくＳＮＳ閲覧者や

市民の皆様に「笑顔」を提供していきました。初の試

みをしていく委員会としては叱咤激励をいただく場

面も多々ありましたが、その運動には一切の逃げ傷は

無く、堂々と次年度以降に繋いでいける広報の礎を築

いてこれたと自負しております。１１月第二例会、遺

言例会では委員会集大成と言わんばかりの笑顔が御

卒業生から見られたことを光栄に思います。やり切っ

たからこそ２０２０年終わってくれるな。と思いまし

たし、委員会メンバーからもＪＣ運動発信委員会が終

わりたくないとの言葉をいただけました。暗い世の中

でもこの様に明るい気持ちで一年を終えれたこと、誇

りに思いますし、委員会メンバーには改めて「ありが

とう」と感謝の言葉を残し又、このような機会を提供

くださった境理事長に最大の敬意を払い、広報とはそ

の場その場を報告していく委員会ですので、足跡とし

て返させていただきます。  

 

 

 

 

 



『感謝』 

             青少年育成委員会 

委員長 蛭田 幸宏 

 

 本年は、いわゆる事業系と言われる青少年育成委員

会の委員長の職を預かることとなりました。事業系は

ＬＯＭのメインだとも言われる中で、今年度は理事長

肝煎りの青少年リーダー育成塾を年４回実施すると

いう計画でした。小学生を対象に、 

日本の伝統文化である茶道の体験、外国人との交流、

お寺での宿泊体験などワクワクする事業を行う予定

で 1 年分の事業計画を必死に作りました。  

しかし、ようやく理事会での審議可決をいただいた直

後コロナウイルス感染拡大が止まらず事業は中止と

なりました。直接集まることももままならずオンライ

ンでの委員会開催など状況は一変しました。例会に向

けて盛り上がっていた委員会の雰囲気も少しずつ冷

めていき宙ぶらりんの状態となっていました。どうし

たらいいのだろう、、他の委員会はオンラインでの例

会やオープン委員会など何とか事業を行っていく中

で、何をすべきか悩んでいました。そんな時、ふと見

ていたテレビで 

ドライブインシアターが取り上げられていて「これ

だ！これをやろう！」と思いつきました。しかし当初

の方針とは大きく路線変更、時間もない、予算も大幅

にアップ、自分で決めたものの課題が山積みでした。

本当にできるのか？お金は集まるのか？理事会でも

本当に厳しい意見をいただきました。しかし、メンバ

ーが一緒にいてくれました。会場の使用許可をもらう

ための挨拶周りから、協賛金集めまで共に苦労してく

れるメンバーが大きな支えになりました。例会が近づ

くにつれ、委員会問わずたくさんの方からも励ましや

アイデアをいただき本番を迎えることができました。

当日はＬＯＭ全員で市民の皆様をもてなすことがで

き、「本当に楽しかった、ありがとう」とコロナ禍で

ストレスを抱えた人たちに元気を与えることができ

ました。 

何もできないと思ったところから思い出に残る事業

をやりきることができたのは何より委員会メンバー、

多くの皆様のおかげです。皆様のご協力と委員長をや

らせていただいたことに心より感謝し 1年間の報告と

させていただきます。本当にありがとうございました。 

 

『確信』 

           総務委員会 

委員長  根本 光 

 

 まず、委員長のお話を頂いた時、自分に務まるのか

と不安に思いました。しかし、委員長という職責を全

うする事が、自分の成長に繋がるはずだと確信したの

で委員長という役職を頂きました。その結果、１年間

の委員長経験で、「チャレンジ」と「仲間」という大

切な学びを得る事が出来ました。 

１つ目の「チャレンジ」について、本年の総務員会は、

「旅行総会の実施」と「川口ＪＣにとって相応しい法

人格の選択」という大きな担いを頂きました。「旅行

総会の実施」については、千葉県木更津の地にて開催

する事が出来ました。又、「川口ＪＣにとって相応し

い法人格の選択」については、第２回オープン委員会

にて、一般社団法人久喜青年会議所の有馬健二理事長

をお招きしてご講演頂き、第１６７回総会にて協議、

第１６８回総会にて審議を行いました。この２つの大

きな事にチャレンジした結果、私の心に、やってよか

った、やりきった、という達成感が生まれていました。

この達成感は、妥協なきＪＣ活動に果敢にチャレンジ

したからこそ得られたのだと思います。 

２つ目の「仲間」について、入会３年目の私が委員長

の職責を全う出来たのは、メンバーという仲間がいて

くれたからです。この１年間を振り返ると、いつも隣

に副委員長がいてくれました。議案作成も夜遅くまで

一緒に行いました。委員会を開催すると、いつもメン

バーが笑顔で参加してくれました。この仲間がいてく

れたから活動出来ました。自分の人生の中で、仲間の

大切さをこれほどまでに実感したのはＪＣが１番で

す。 

最後になりますが、委員長を経験したことは一生の財

産になりました。自分の成長に繋がるはずだと確信し

たことは間違いありませんでした。委員長という役を

通じて、成長していくメンバーが増えていけばと想っ

ています。総務委員会のメンバーの皆さん、本当に１

年間有難うございました。心からの感謝の気持ちをメ

ンバーにお伝えし事業報告とさせて頂きます。 

 

 

 

 



『ありがとうございました』 

専務室 

副専務理事  廣瀬 翔 

 

 ２０２０年度は、新型コロナウイルス感染拡大情勢

下において活動の大半が中止となり、専務室としても

例年の動きに比べたら少なかったのだろうと察して

おります。しかし、ＬＯＭ内の配信や書類作成をさせ

ていただいた身としては、それでも忙しい一年だった

と感じました。９月からは次年度総務局長の担いをい

ただいたので尚更、次年度オリエン資料と本年度設営

諸々にと、続ければ続けるほど、役など受ければ受け

るほど、本当に大変な団体だと改めて痛感しました。

それでも２０２０年度、専務室の予定者期間と年間の

動きの中で、自分の行動に対してありがとうの言葉を

もらえることが、綺麗言ではなく、自分の喜びや達成

感となって続ける活力になり、何とかやってこれまし

た。何故今もＪＣで活動ができるのかといえば、環境

として職場の支えがあることはもちろんですが、よく

分からずＪＣに入会してからいろんな方と出会った

中で、続けようと思えるような思い出をもらえたこと、

この人の恩義に報いたいと思う自分になれたことが

大きいです。一人ひとりにＪＣへの関わり方のスタン

スがあると思いますが、退会する方、除名となる方と、

ＪＣを去っていくケースを見るとき、自分はここでの

出会いに恵まれているのだと感じます。「何をするの

かではなく誰とするか」の言葉は、自分にとって成程

という言葉で、もちろんＪＣで何をするのかというの

も大事なことと思いますが、自分にとってはここで出

会えたたくさんの誰かのお陰で今の自分があるとい

うことが、これまでの経験から得られた実感です。最

後に、この一年間、成長の機会を振っていただいた前

野専務、同じ副専務でそれぞれの担いを分け合い助け

合った野村副専務、巻き込む力をもって自分を引っ張

ってくださり、本当に楽しい２０２０年度をプレゼン

トしてくれた境理事長、ありがとうございました。そ

して、共に過ごした役員皆様へ感謝申し上げ、ご報告

とさせていただきます。 

 

 

 

 

 

『ありがとう２０２０』 

               専務室 

 副専務理事 野村 武史 

 

 ＴＯＫＹＯオリンピック・パラリンピック、世界会

議の横浜開催、約１１年ぶりの旅行総会、約１６年ぶ

りの埼玉ブロック協議会会長の輩出等、心弾む盛り沢

山な活動を迎えるにあたり、専務室では所信の認識共

有を図り、ＬＯＭ運営を円滑に進める方法の意見刷り

合わせ、また各委員会の事業構築がスムーズに行える

活動空間を提供する為の意思疎通など、約３か月もの

準備期間を費やし、さあこれからだと順調にスタート

を切れるはずだった２０２０年度。予期せぬ新型コロ

ナウイルス発生の後、止まらない感染拡大による混乱

や不安、毎日のように増え続ける感染者数のメディア

報道によって、より良い学びになったであろう多くの

ＪＣ活動に枷を強いられた年でした。 

そんな中でも、２０２０年度は埼玉ブロック協議会第

５３代会長内田剛史君を輩出し、他ＬＯＭのメンバー

と多くの交流を図ることができました。ＬＯＭ内では

味わうことの出来ない経験、また学びの機会をいただ

く事もできました。 

会長輩出ＬＯＭとして３０ＬＯＭの先陣を切った行

動をしなければならない。見本となるようなＬＯＭに

ならねばならない。自分一人の行動で理事長、ブロッ

ク会長に恥をかかせるようなことがあってはならな

い。自身の行動が常に見られている、そんな事を常に

考えながら行動できるよう、気を配っていました。自

身の対外での役割や立場、「川口青年会議所」として

どうあるべきかについて副専務を通して気を配るこ

との難しさを改めて実感する事ができました。これも

偏に川口青年会議所、第５６代理事長、境亮一君を筆

頭にＬＯＭの看板を背負ってる一人としての感情だ

ったと思います。 

境理事長に副専務理事として選出していただいたこ

と本当に感謝しております。境理事長、前野専務、廣

瀬副専務と２０２０年度専務室として一緒に活動、行

動ができた事を誇りに思い、この経験と感謝を恩返し

として、新しい仲間や、今後活動を共にする仲間達に

返していければという思いを込めて、ご報告とさせて

いただきます。 

 

 



『監事講評を講評される』 

 

監事 赤羽孝太 

 

マダガスカル島にアタオコロイノナという神様があ

る。現地の言葉で「何だかヘンテコリンなもの」とい

う意味である。青年会議所の役員にはアタオコロイノ

ナの息吹にかかった面白おかしいメンバーが数多く

いたからこそ「会議のバランサー」としての役割を意

識した一年であった。監事講評は会議の最後にある。

すなわち会議全体のバランスをとる最後の時間であ

り、この監事講評で生きるメンバーも、つぶれてしま

うメンバーもいると考えた。集中砲火を食らった会議

で監事まで最後にダメ出しをしては担当メンバーは

やる気をなくしてしまうかもしれない。個々の主義主

張ばかりで青年会議所としての本質を見失ってしま

った会議を「闊達な会議で良かった」といってしまえ

ばそれ以上の成長する機会をメンバーから奪ってし

まう。だからこそ監事講評はこの会議で偏ってしまっ

たものを修正する重大な役割であると個人的にとら

えていた。しかも監事講評後にメンバーから講評され

るものだから、いい緊張感で臨めて非常に勉強になっ

た一年であった。 

また私が個人として最も苦痛なことは「人の話を聞く

こと」である。そんな苦痛である「人の話を聞く」こ

とを多くのメンバーに強要する場面が多いからこそ

何か一つでも意味あることをお伝えしなければなら

ないと思っていた。ＷＷⅠ敗戦後にドイツ陸軍を再編

する際に軍人を４つに分けた。“有能な働き者”“有能な

怠け者”“無能な働き者”“無能な怠け者”である。この中

で“無能な働き者”は処刑の対象となった。自分自身が

“無能であるがやる気のある人”となると監事講評後に

殺されかねないので相当なフィルターをかけて発言

した。 

最後に、ＪＣの会議が「励まし、背を押し、手を持っ

て引き上げ、やり遂げたことを評価し、ほめてくれる

環境」となるようにするため引き続き努力することを

誓い監事報告とします。ご清聴ありがとうございまし

た     

 

 

 

 

 

『監事の担い』 

                

監事  大川 秀治 

 

 ＪＣ手帳を開いてほしい。２０２０度版ならＰ２６、

そこには組織図が載っている。上から見ていこう。一

番上は総会。そして次は、なんと監事だ。監事は理事

会よりも理事長よりも顧問よりも直前よりも上位に

記載されている。これはなぜか？私には３つの理由が

あると考えている。 

一つ目は「ＪＣで不正が行われていないかチェックす

る」こと。例えば例会の予算の補填に委員会費を使っ

てはならない。ＪＣでは不正をしたくて不正する人は

いないだろう。間違いが起きないよう、間違えたらき

ちんと補正を出すなど正当な手続きを踏むよう助言

することが大切だ。二つ目は委員会・理事会・例会の

講評をすること。委員会運営について、委員会を例会

準備や役割分担に使っている場合は厳しく講評した。

委員会は会議の場であり、メンバーに意見を求める場

である。次の例会・事業を行う手法について、また、

スタッフや理事会の意見に対して委員会としての対

応を決める場である。理事会では、理事会にてボロボ

ロになった上程者を励まし、力づけられる講評を心掛

けた。また、意見する場合は資料の出来よりも、その

例会が成功するか、その例会の成功をもって委員会の

目的が達成できるかに注目した。委員会はフローチャ

ートに書かれている成果を出すことが目的であり、例

会や上程書は手段である。例会は講師とオブザーバー

への配慮を一番に、設営メンバーの成長を二番に。そ

して一般メンバーに改めてこの例会の意義を伝える

ことを心掛けた。三つ目はブロックとの関わりだ。会

員会議所懇親会の大締めと次年度ブロ長の選挙管理

委員会を担わせてもらった。どちらもとてもやりがい

のある担いだった。 

監事は誰かから叱られることもなく、体を動かすこと

は少ない。しかし、「理事長挨拶で始まり、監事講評

で終わる」というほどＬＯＭにとって大切だ。また、

対外事業や例会後、喜んで財布を出すことも大切な担

いだと思う。 

 

 

 

 



『青年会議所とは』 

                

顧問 内田剛史 

 

 本年で卒業を迎えるため、現役の皆様に伝えたいこ

とを一方的に記載します。「青年会議所と何なのか」。

このシンプルかつ端的な問いにどのように答えるだ

ろうか。私の答えは１つだけです。「何かを良くする

可能性に満ち溢れた団体」であるということです。「何

か」とは、大きい単位では社会や国、地域、小さい単

位では家族や会社、そして自分自身です。この「何か」

は、勝手に良くなるのではなく、この団体の機能を使

いこなすことで、良くなれる数多くのチャンスに出会

えるのです。団体のリーダーである「長」の付く人達

は、その機能を正しく理解し、メンバーへその可能性

を提供していかなくてはなりません。そして、その可

能性を提供された側が、翌年は提供する側になってい

かなくてはならない、そんな「単年度制」「卒業制度」

という、優れた機能を有している団体です。 

そして最も大事なことは、この青年会議所をあなたの

人生においてどのように使っていくかということで

す。「明るい豊かな社会」や「成長」という言葉をよ

く聞きますが、その便利な言葉に逃げ、青年会議所の

ための青年会議所をやり続け、自分の価値観を周りに

押し付けていないでしょうか？偉そうに書いている

私自身、自分の JC 運動に溺れ、勘違いをしていた時

期がありました。「まちのためにいいことしてるんだ」

ではなく、青年という時期に自らが良くなるために多

くの人達の協力をもらっているという気持ちを忘れ

てはいけません。そして、ここで学んだことを人生で

どう生かすのかが全てです。JC 頑張りました、でも会

社はダメですでは意味がありません。JC 頑張りました、

でも家庭は崩壊しましたでも意味がありません。JC 頑

張ったから意味があるのではなく、その JC をどう生

かしたかに意味があるのです。最後に、現役の皆様に

は「若さ」があります。この「若さ」とは可能性です。

つまり、君たちは可能性に満ち溢れています。心より

期待しています。 

志高く。 
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後援等事業記録 
 

 

３． ３   日本ＪＣじゃがいもクラブ年会費            １０，０００ 

３．１５  第５０回初午太鼓コンクール協賛金（中止）       １０，０００ 

４．１７  川口商工会議所年会費（令和２年度）          １５，０００ 

６．２０  川口市暴力追放推進協議会負担金（令和２年度）     １０，０００ 

９・１１  川口青年経済人連絡協議会拠出金（令和２年度）     ８０，０００ 

 

 

 

 

 

 

 

  

会 員 慶 弔 
 

２．１１   栗田 和則ＯＢ     葬儀（ご尊父様） 

６．９    濱﨑 泰史ＯＢ     葬儀（ご尊父様） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

最優秀委員会賞 
 

 

年度    委員会名     委員長名 年度    委員会名    委員長名 

１９６７     会員委員会   森 敬介 

１９６８   経済活動委員会   森 敬介 

１９６９     広報委員会   須賀 元之 

１９７０  指導力開発委員会   金子 善一 

１９７１     総務委員会   砂金 次雄 

１９７２  指導力開発委員会   河村 友正 

１９７３   社会開発委員会   篠田 文男 

１９７４   社会開発委員会   篠田 文男 

青少年交流委員会   岡村 泰照 

１９７５  青少年交流委員会   遠山 豊彦 

１９７６  青少年交流委員会   鹿島 利友 

１９７７   教育問題委員会   伊藤 光男 

１９７８   会員開発委員会   駒 英明 

１９７９     企画委員会   滝沢 公夫 

１９８０   社会開発委員会   仁平 誠一 

１９８１   会員開発委員会   浅倉 博通 

１９８２   市民交流委員会   増田 賢一 

１９８３  会員指導力委員会   星野 光利 

１９８４  会員指導力委員会   田口 徹 

１９８５     広報委員会   神作 孝夫 

１９８６  教育青少年委員会   大熊 賢司 

１９８７   都市問題委員会   伊藤 元美 

１９８８   地域交流委員会   岡村 光晴 

１９８９   国際交流委員会   丸山 徳広 

１９９０     総務委員会   赤松 良一 

青少年開発委員会   塚越 正人 
 

１９９１    経営指導力委員会   浜崎 泰史 

１９９２    地球環境問題委員会   中村 勝文 

１９９３      青少年開発委員会   豊山 英一 

１９９４    青少年開発委員会   林 伸光 

１９９５    アカデミー委員会   原口 政行 

１９９６     市民交流委員会   小倉 克徳 

１９９７ あらかわを考える委員会   相馬 秀一 

１９９８    指導力開発委員会   寺田美津司 

１９９９   環境運動推進委員会   徳竹 秀介 

２０００     会員拡大委員会   栗田 和則 

２００１   環境運動推進委員会   大熊 高志 

２００２   経済システム委員会   福田 裕明 

２００３     会員拡大委員会   田中 秀人 

２００４    青少年未来委員会   内藤 周作 

２００５     会員交流委員会   金本 剛之 

２００６  社会起業家育成委員会   奥富 精一 

２００７  青少年の絆創造委員会   浅倉 朋弘 

２００８  青少年自立支援委員会   冨田徳之輔 

２００９ 教育コミュニティ創造委員会 宮腰 昇 

２０１０   市民参画実践委員会   石田 政大 

２０１１   教育政策実践委員会   矢口 祐治 

２０１２     会員交流委員会   関口 直樹 

２０１３  青少年事業推進委員会   柿沼 大樹 

２０１４ ５０周年記念事業委員会   富澤慎太郎 

２０１５    大和魂養成委員会   関 哲也 

２０１６       総務委員会   西村 敦 

２０１７  JAYCEE 育成委員会   平野 大太 

２０１８   地域力向上委員会   新井 俊之 

２０１９    総務広報委員会   西村 太輔 

２０２０  ＪＣ運動発信委員会  長谷川 正樹 
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